
偏積チェック機能付
積付シミュレーションソフトについて

ネットロックシステム（株）



ネットロックシステム株式会社のご紹介

積付最適化システムの開発・販売を手がける物流ITのプロフェッショナル

会社概要

設立 2019年5月（東京都港区三田）

代表取締役 新谷 斉之

事業内容 物流システム開発・販売
物流コンサルティング・運営

グループ ネットロックグループホールディングス

収益構成 積付システム事業が全体の約85%

130社超
累計導入実績（自動車・食品・製紙・物流ほか）

150アカウント
クラウド版 VM-Cloud の利用（導入70社）

約11万回
無料シミュレーションの累計利用回数

2



積付システム「バンニングマスター」とは
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製品をパレット、トラック、海上コンテナなど
の輸送機器へ積載率が最大になるような最適な
積み付け方法を自動シミュレーションするシス
テムです。

「現場熟練者の知恵と経験」をシステム化し、
誰でも高い積載率を実現できます。



積付シミュレーションの流れ
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積載状況を把握する搭載機能

3D配置情報／重心位置の表示

赤い線が重心位置
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積載状況を把握する搭載機能

積載率・重量率の自動算出
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積載状況を把握する搭載機能

積付図を自動作成
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「バンニングマスター」のメリット
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積載率の向上
⇒荷物の積み方と残り空間を３Dで確認できるため、1台の

輸送機器により多く荷物を積めるように調整できます。

積載方法の共有
⇒荷主や物流部門と積載方法を簡単に共有できます。
⇒熟練者の積み方を新人へ伝えやすくなります。

作業時間短縮
⇒荷物の積み方や作業指示書をシステムで作成できます。
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バンニングマスター・クラウドサービスの偏積チェック機能

偏積の定義 偏った荷物の積付けなどによって、進行方向に対
して左右の重量バランスに不均衡が生じている状態。

運行上のリスク
• 偏積状態のまま運行すると車両

のコントロールが効きにくくな
る

• 最悪の場合、車両の転倒や列車
の脱線などの重大事故につなが
る恐れ

国の指針・背景
• 国土交通省・JR貨物が鉄道輸

送の偏積に関する指針を策定
• 集配車両の転倒防止に向けた偏

積防止対策が求められている

出典:全国通運連盟「集配車両の転倒防止に向けた偏積防止マニュアル」
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バンニングマスター・クラウドサービスの偏積チェック機能

バンニングマスター・クラウドサービス（VM-Cloud）に偏積チェック機能を追加した。
従来の積み付けシミュレーション機能に加え、
JRコンテナに特化した偏積チェックにより偏積率を瞬時に確認することが可能となりま
す。

これにより、車両の転倒や列車の脱線といったリスクを未然に防止し、より安全で安定
した輸送の実現に貢献します。

11

・運行上のリスク ・国の指針・背景



偏積チェック機能の内容

今回追加した偏積チェック機能

• 偏積率・判定を自動計算して画面に表示
（各積荷の重心が中央にある前提）

• 重心位置・偏積率をWEB画面で可視化
• 判定は○／× の自動表示
• マウスで製品を移動する度、リアルタイムで偏積率を表示
• 専用様式の台帳・偏積チェックシートを

自動作成／出力
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偏積チェック機能の内容

偏積率・判定を自動計算して画面に表示

重心位置・偏積率をWEB画面で可視化
判定は○／× の自動表示
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偏積チェック機能の内容

マウスで製品を移動する度、リアルタイムで偏積率を表示
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偏積チェック機能の内容

専用様式の台帳・偏積チェックシートを
自動作成／出力
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偏積チェックの運用フロー

1
ログイン
VM-Cloudにログイン

2
取込・
自動計算
プランデータを

アップロードし計
算を実行

3
偏積率
チェック
偏積率と判定を自
動表示（機能追

加）

4
手動修正
判定×は手積み画

面でマウス修正し、
リアルタイム再判

定

5
帳票を出
力

台帳・偏積チェッ
クシート・積付指

示書を出力

› › › ›
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